
浦安地盤調査一斉試験報告会,2012」0.30(地 盤工学会)

浦安市における各種静的サウンディング試験の比較(そ の4:SWS)

スウェーデン式サウンディング試験,標 準貫入試験 大和ハ ウスエ業㈱

大阪市立大学大学院

(財日本建築総合試験所

積水ハ ウス㈱

報国エンジニア リング㈱

正 平田茂良

正 山本明弘

○正 市村仁志

国 大島昭彦

正 下平祐司

正 深井 公

正 金 哲鏑

1.ま えが き

浦安市 はそ の面積 の7割 を埋立地 が 占めてい る。2011年3.月11日 に 発生 した地震 に よ り,そ の広範 囲で液状化 が発

生 した。筆者 らは この原因 を究 明す べ く各種サ ウンデ ィング試験 を実施 した。本報告 では,も う一つ の 目的で ある各種

試 験方法 の比較 を行 い,そ の相 関性 を見出すため に,標 準貫入試験(以 下,SPT)に よ る1V値 と各社 で実施 したス ウェ

ーデ ン式サ ウンデ ィング試験(以 下 ,SWS)に よ るWsw,Nswの 比 較 につ いて報 告す る。

2.SPTとSWSの 比 較

図一1～2に 土質柱状 図及び1V値 と各社 の 駄w,1Vswの 比 較 を,図 一3に 同一深度 にお ける1V値 とWsw,Nswの 関 係 を示

す。詳細 な調 査位 置は別報1)を 参 照 され たい。試 験地 の地盤 は深 度8m程 度 まで埋 立層 が続 き,1V値 が 低 く軟弱 であ る。

それか ら深度16m程 度 まで沖積 砂層が続 き,1V値 に バ ラツキがあ るものの全体 的にや や締ま ってい る。さらに深 くなる

と沖積粘土層 が現れ,1V値 が低 く軟 弱で ある1)。 これはSPTとSWS全 て が同 じ傾 向にあ り,SWSの み を比較す る と同

一地点で行 った試 験の相 関性 は高い
。ただ し,SPTとSWSの 関係 にはバ ラツキ もあ るた め評価 には注意が必要 であ る。

3.サ ン プリング

SWS後 の試 験孔にサ ンプ リング装置 を挿入 して土試 料 を採取 し,土 質(粒 度)試 験 を実施 した。SWSを 用 いたサ ン

プ リング装置 には写真一1に 示す よ うなタイプ等が あるが,今 回は開閉式 を用い ている。 図一4にSPT試 料 とサ ンプ リン

グ試料の土質(粒 度)試 験結果 を示 す。サ ンプ リングは各地点 の埋 立層(地 点1:4.10m,地 点3:6.10m)と 沖 積砂層

(地点1:8.25m,地 点3:8.10m)で 実 施 してい る。全て の試験結果 において相 関性 が低い。 これ はサ ンプ リング深度

以外でサ ンプ リング装置が 開き,土 試 料が混入 した可能性が ある。そのため,開 閉式 サ ンプ リング装置 を用いたサ ンプ

リングにつ いて,今 後検証す る必 要があ る。
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4.ま とめ 懸

本報告で得 られた結果を以下にまとめる。
8・SPTとSWSは 概 ね同様 な傾 向を示す が

,バ ラツキ

もあるため,地 盤 図等 も参考 に評価 す るこ とが望 ま

しい。lo

・開 閉式 サ ンプ リング装置 は
,サ ンプ リング深度 以

外の土試料 の混入 の可能性 があ るので,今 後検証 が12

必 要 で ある。(a)地 点1(b)地 点3
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